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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年2月24日(2011.2.24)

【公表番号】特表2010-515810(P2010-515810A)
【公表日】平成22年5月13日(2010.5.13)
【年通号数】公開・登録公報2010-019
【出願番号】特願2009-545657(P2009-545657)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/1565   (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/16    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/1565  　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    ＣＥＳ　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月7日(2011.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５００μｍから２．０ｍｍの間の壁厚を有する射出成形品を製造するために好適な組成
物であって、
　（Ａ）実質的にアイソタクチックなプロピレン配列を有する、２重量％から１５重量％
のプロピレン－エチレンコポリマー、ただし、前記プロピレン－エチレンコポリマーは、
　（１）少なくとも７５重量％のプロピレン由来ユニット及び約１１重量％から１８重量
％のエチレン由来ユニット
を含み、
　（２）前記プロピレン－エチレンコポリマーは４グラム／１０分から３０グラム／１０
分のメルトフローレートを有する；
　（Ｂ）２．０重量パーセントから５．０重量パーセントのエチレン含有量、２５グラム
／１０分から１３０グラム／１０分のメルトフローレートを有する、８５重量％から約９
８重量％のランダムポリプロピレンコポリマー（ただし、ブレンド配合物のメルトフロー
レートは２０グラム／１０分から１２５グラム／１０分である）；及び
　（Ｃ）ランダムポリプロピレンコポリマー（Ｂ）の重量に基づいて５００重量ｐｐｍか
ら２５００重量ｐｐｍの核形成剤／清澄化剤添加剤
のブレンド配合物を含み、
　ただし、前記組成物のメルトフローレートが２０グラム／１０分から１２５グラム／１
０分であり、かつ、射出成形品の厚さ１．６ｍｍの断片が、
　（１）少なくとも７．５Ｊ／ｍｍのＩＳＯ６６０３による室温（２３℃）ダート衝撃強
さ；
　（２）２０ＭＰａから３０ＭＰａの間のＩＳＯ５２７による引張降伏強さ；
　（３）少なくとも０．４３Ｊ／ｍｍから０．７５Ｊ／ｍｍの、ＩＳＯ６６０３による０
０ダート衝撃強さ；及び
　（４）ＡＳＴＭ１００３による５０％未満のヘイズ値
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を示す、組成物。
【請求項２】
　前記プロピレン－エチレンコポリマーが３．５未満の分子量分布（Ｍｗ／Ｍｎ）を有す
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記核形成剤／清澄化剤添加剤がソルビトール系の核形成剤／清澄化剤である、請求項
１に記載の組成物。
【請求項４】
　均質なエチレン－α－オレフィンインターポリマーをさらに含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載される組成物を含有する、５００μｍから２．０
ｍｍの間の最小壁厚を有する薄肉射出成形品。
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